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小西市長二期目がスタート 

戸籍事務のコンピュータ化 

ゆうき学校図書館 

市民のページ 

くらしのアドバイス 

食育 

ひとの人権わたしの人権 

男女共同参画社会 

国保Ｑ＆Ａ 

歯のワンポイント 

薬 

健康増進センターだより 

市民健康教室 

ふるさと文化財 

プレ国民文化祭 

輝く市民 

表紙の写真 

「世界の民族衣裳を紹介」 
プレ国民文化祭のファッショ
ンショーに向け、準備を進め
る出演者の皆さん。本番まで
の時間は限られていますが、
すばらしいステージを披露で
きるよう力を合わせてがんば
っています 

詳細については、15ページを
ご覧ください 
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日
常
生
活
や
地
域
で
の
課
題
、

市
政
に
つ
い
て
の
建
設
的
な
提
案

な
ど
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。
 

 ■
市
政
懇
談
会
 

　
各
地
区
の
自
治
協
力
員
会
が
取

り
ま
と
め
た
要
望
に
、
市
長
や
市

の
執
行
部
が
回
答
し
ま
す
。
 

　
毎
年
10
月
〜
11
月
ご
ろ
に
開
催

し
て
い
ま
す
。
 

 

■
市
長
と
市
政
に
つ
い
て
語
る
日
 

　
毎
月
1
回
、
市
長
が
市
内
各
地

区
に
出
向
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

意
見
交
換
し
ま
す
。
個
人
で
も
グ

ル
ー
プ
で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
 

※
事
前
予
約
制
（
各
回
４
組
ま
で
） 

 ■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
座
談
会
 

　
地
域
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
少
数
の

グ
ル
ー
プ
と
市
長
が
膝
を
交
え
て

懇
談
し
ま
す
。
 

 ※
こ
れ
以
外
に
も
、
文
書
・
葉
書
・

メ
ー
ル
な
ど
で
も
皆
さ
ん
か
ら

の
ご
意
見
を
随
時
受
付
し
て
い

ま
す
。
（
無
記
名
で
す
と
、
回

答
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
）
 

　
　
市
秘
書
課
　
広
聴
広
報
係
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『
実
質
公
債
費
比
率
』
と
は
 

　
地
方
公
共
団
体
の
公
債
費
（
借

金
の
返
済
金
）
の
水
準
を
測
る
指

標
と
し
て
、
平
成
18
年
度
か
ら
導

入
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
値
が
18
％

を
超
え
て
い
る
団
体
は
「
公
債
費

負
担
適
正
化
計
画
」
を
策
定
し
、

地
方
債
の
発
行
に
あ
た
り
知
事
の

「
許
可
」
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
（
18
％
未
満
の
団
体
は
「
同

意
」
を
受
け
ま
す
）
 

 結
城
市
の
実
質
公
債
費
比
率
 

   　
市
の
平
成
19
年
度
に
お
け
る
比

率
は
、
昨
年
度
よ
り
も
上
昇
し
て

「
20
・
5
％
」
と
な
り
ま
し
た
。

値
が
上
昇
し
た
原
因
と
し
て
は
、

公
営
企
業
（
公
共
下
水
道
事
業
や

南
部
土
地
区
画
整
理
事
業
等
）
や

所
属
す
る
一
部
事
務
組
合
の
公
債

費
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
こ
と
に
よ

る
繰
出
金
と
負
担
金
の
増
加
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
 

 今
後
の
予
定
　
 

　
市
で
は
今
後
、
借
入
と
返
済
の

バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
計
画
的

に
市
債
残
高
の
低
減
に
努
め
、
概

ね
５
年
間
で
比
率
が
18
％
未
満
に

な
る
よ
う
、
公
債
費
負
担
の
適
正

化
を
図
り
ま
す
。
（
今
回
策
定
し

て
い
る
「
公
債
費
負
担
適
正
化
計

画
」
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

10
月
下
旬
ご
ろ
公
表
予
定
）
 

　
市
債
の
発
行
に
は
知
事
の
許
可

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
制
約
は
あ
り
ま
す
が
、
新
規
事

業
を
厳
選
し
て
効
率
的
に
実
施
す

る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
向
上
が
図
れ
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
 

 
８
月
24
日
に
市
政
担
当
二
期
目

の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
小
西
市
長

に
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
抱
負

を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

  
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
い

た
だ
き
、
引
き
続
き
市
政
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、

改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
責
任
の
重
大
さ

を
痛
感
す
る
と
同
時
に
市
民
と
の

信
頼
関
係
を
第
一
義
と
し
て
、
分

か
り
や
す
く
、
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
開
か
れ
た
市
政
を
進
め
る
た
め

決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。
 

　
今
後
４
年
間
に
つ
い
て
は
、
次

の
５
項
目
を
最
重
点
課
題
と
し
て

市
民
の
皆
さ
ん
と
一
体
と
な
り
市

政
運
営
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

 ①
第
４
次
結
城
市
総
合
計
画
後
期

　
基
本
計
画
の
実
行
 

　
平
成
18
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た

後
期
基
本
計
画
は
、
市
民
５
千
人

ア
ン
ケ
ー
ト
や
各
種
懇
談
会
を
は

じ
め
「
市
民
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」

が
設
置
さ
れ
、
多
方
面
に
わ
た
る

ご
意
見
や
提
言
を
お
聞
き
し
、
本

市
の
進
む
べ
き
ま
ち
づ
く
り
指
針

と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
 

多
く
の
市
民
の
意
見
を
反
映
し
た

後
期
基
本
計
画
は
、
具
体
的
な
数

値
目
標
を
設
定
し
た
結
城
市
の
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
で
あ
り
、
目
標
達
成

に
努
力
し
て
い
く
こ
と
が
私
に
課

せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
り
ま
す
。
３

カ
年
実
施
計
画
に
よ
る
進
行
管
理

と
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
を
リ
ン
ク

さ
せ
な
が
ら
目
標
実
現
に
向
け
て

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
 

 ②
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
 

　
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

た
め
に
は
、
従
来
型
の
行
政
に
よ

る
一
方
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
シ
ス

テ
ム
か
ら
、
市
民
の
意
見
や
発
案

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
市
民
と

行
政
が
協
力
し
て
い
く
シ
ス
テ
ム

に
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
」

か
ら
の
提
言
を
受
け
て
定
め
た
『
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
指
針
』
を
基
に

掲
げ
た
各
事
業
の
数
値
目
標
の
実

現
や
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

条
例
」
の
制
定
を
目
指
し
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
本
格
的
に
ス
タ

ー
ト
さ
せ
ま
す
。
 

 ③
結
城
第
一
工
業
団
地
の
拡
大
地

区
の
整
備
と
企
業
誘
致
 

　
活
力
の
あ
る
「
ま
ち
」
を
築
く

た
め
に
は
、
そ
の
基
礎
と
な
る
産

業
の
振
興
を
図
る
こ
と
が
不
可
欠

で
す
。
そ
の
た
め
、
結
城
第
一
工

業
団
地
拡
大
地
区
の
整
備
を
平
成

20
年
度
着
手
に
向
け
取
り
組
み
ま

す
。
 

　
工
業
団
地
の
整
備
は
、
雇
用
の

確
保
や
若
者
の
定
住
に
つ
な
が
り
、

か
つ
住
環
境
の
整
っ
た
区
画
整
理

地
内
へ
の
居
住
を
誘
導
す
る
こ
と

に
よ
り
、
人
口
減
少
対
策
と
し
て

の
波
及
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。
 

市
民
が
将
来
に
夢
を
抱
き
、
希
望

を
持
ち
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

く
た
め
に
雇
用
の
場
の
創
出
の
た

め
、
私
自
身
も
優
良
企
業
の
誘
致

活
動
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。
 

 ④
保
留
地
の
販
売
促
進
（
区
画
整

　
理
事
業
地
内
）
 

　
保
留
地
販
売
を
促
進
す
る
た
め

結
城
を
東
京
圏
へ
の
通
勤
圏
で
あ

る
と
位
置
づ
け
、
Ｊ
Ｒ
水
戸
線
小

山
駅
〜
下
館
駅
間
の
朝
・
夕
の
増

便
を
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
要
望
に
は
筑
西
市
な

ど
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
今
後
半
年
程
度
を

目
途
に
組
織
づ
く
り
に
取
り
組
み

結
城
の
良
さ
を
総
合
的
に
ア
ピ
ー

ル
し
、
居
住
人
口
の
増
加
に
つ
な

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
一
方
、
保
留
地
販
売
活
動
を
進

め
る
中
で
お
客
様
か
ら
「
早
期
の

事
業
完
成
」
を
望
む
意
見
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
勢
価
格

に
合
っ
た
保
留
地
価
格
の
設
定
も

視
野
に
入
れ
、
さ
ら
に
知
恵
を
絞

り
工
夫
を
凝
ら
し
て
保
留
地
販
売

に
力
を
入
れ
る
と
と
も
に
、
ま
ち

づ
く
り
交
付
金
事
業
の
導
入
な
ど

に
よ
り
、
事
業
の
早
期
完
成
を
目

指
し
ま
す
。
 

 ⑤
男
女
共
同
参
画
の
推
進
 

　
た
ま
ま
ゆ
プ
ラ
ン
の
後
期
基
本

計
画
の
推
進
に
あ
た
り
、
特
に
、

行
政
が
主
体
的
に
取
り
組
む
べ
き

分
野
の
な
か
で
地
方
自
治
法
に
基

づ
く
各
種
審
議
会
や
委
員
会
委
員

へ
の
女
性
参
画
率
を
平
成
22
年
度

ま
で
に
30
％
を
目
標
に
、
強
力
に

取
り
組
み
ま
す
。
 

　
さ
ら
に
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
推
進
の
、
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る

条
例
の
制
定
も
、
市
民
・
行
政
・

議
会
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
平

成
22
年
度
制
定
を
目
指
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
 

 

皆
さ
ん
の
『
声
』
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す 

市
の
財
政
状
況
報
告 

実
質
公
債
費
比
率 

問
 

17
・
1
％
 

20
・
5
％
 

 

平
成
18
年
度
 

平
成
19
年
度
 

二期目のスタートを切った小西市長 

昨年度下り松で開催されたコミュニティ座談会 


